
木曽川文庫

建設省中部地方建設局
木曽川下流工事事務所

Vol.7
1993 SUMMER

INDEX ………………………………………

ふるさとの街・探訪記《木祖村》
 清流の源に新しい風が吹く

AREA REPORT
 中部を支える木曽三川の水

面白WATCHING
 夏の日差しに誘われて、
 　森と泉のリラクゼーション。
歴史ドキュメント
 豊かな穀倉地帯を形成した輪中の足取り
TALK & TALK
 輪中地帯の水防意識とその精神性
民話の　小箱
 神祗様の霊水

木曽川文庫は治水の資料館。
水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、
これからの治水を、
皆様とともに考えていきたいと思っています。
今回は木曽川の源流の里・木祖村を特集。
村の歴史に見る水と森の関わりや
現在進行形の事業をクローズアップします。
また、今回の輪中特集では、
輪中の人々の暮らしにスポットをあてていきます。

特集・木曽川源流の里・木祖村
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自
然
の
要
塞 

 

鳥
居
峠

木
祖
村
は
、
周
囲
を

二
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
谷
あ
い
の

里
。
夏
は
涼
や
か
な
風
が

吹
き
、
冬
は
一
面
の
銀

世
界
。
四
季
折
々
の
風
景

は
、
多
く
の
文
人
や
画
家

に
も
愛
さ
れ
た
詩
情
豊
か

な
風
情
を
た
た
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
地
は
木
曽
川
の
源
流
地
帯
に
あ

た
り
、
村
の
約
96
％
が
山
林
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
、
平
安
時

代
に
は
京
と
信
濃
・
東
国
を
結
ぶ
重
要
路
線
と

し
て
、
多
く
の
人
々
の
往
来
で
賑
い
ま
し
た
。
中

で
も
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
の
分
水
領
、
標
高

千
百
九
十
七
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
県
坂
（
現

在
の
鳥
居
峠
）
は
、
和
銅
年
間
に
開
か
れ
た
吉

蘇
路
の
峠
道
と
し
て
古
代
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
に
は
、
重
要
な

戦
略
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
し
、

木
曽
防
衛
の
第
一
線
と
な
り
ま
し
た
。
天
文
十
八

年
（
一
五
四
九
）
に
は
木
曽
義
仲
の
末
裔
と
も

言
わ
れ
る
木
曽
氏
が
武
田
信
玄
勢
を
、
天
正
十
年

（
一
五
八
二
）
に
は
甲

州
勢
を
、
い
ず
れ
も
鳥

居
峠
で
撃
破
。
険
峻
な

地
の
利
を
生
か
し
た
攻

撃
が
功
を
奏
し
た
の
で

し
た
。

 

中
山
道
の
宿
場
町 

 

藪
原
の
発
展

江
戸
時
代
初
期
、
中
山
道
が
五
街
道
の
一
つ
と

し
て
定
め
ら
れ
、
そ
の
宿
場
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ

た
藪
原
は
、
木
曽
十
一
宿
の
中
で
も
最
も
多
く
の

大
名
が
宿
泊
し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
名
の
敬
遠
す
る
川
止
め
が
な
か
っ
た
こ
と

や
風
光
明
媚
な
木
曽
谷
が
好
ま
れ
た
こ
と
か
ら
往

来
も
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、「
木
曽
の
か

け
橋
太
田
の
渡
し
鳥
居
峠
が
な
か
よ
か
ろ
」
と
謡

わ
れ
た
よ
う
に
、
街
道
き
っ
て
の
難
所
で
も
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
は
決
し
て

豊
か
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
活
の

糧
で
あ
っ
た
豊
か
な
森
林
資
源
は
、
尾
張
藩
の

厳
し
い
管
理
体
制
下
に
置
か
れ
、
禁
を
破
っ
た
者

に
は
厳
重
な
処
罰
が
加
え
ら
れ
た
の
も
こ
の
頃
で

す
。

 

文
明
開
化
か
ら 

 

現
代
ま
で

版
籍
奉
還
、
廃
藩
置
県
と
、
明
治
維
新
を
迎
え

て
、
目
ま
ぐ
る
し
い
変
貌
を
遂
げ
た
日
本
。
こ
の

地
区
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
明
治
七
年
、
長
野

県
の
所
管
と
な
っ
た
小
木
曽
、
藪
原
、
菅
村
の
三

村
が
合
併
し
て
、
木
祖
村
と
な
り
ま
し
た
。
山
々

は
、
官
有
と
民
有
に
区
分
け
さ
れ
、
明
治
二
十
二

年
に
は
、
官
有
は
帝
室
御
料
林
に
。
第
二
次
世
界

大
戦
後
に
は
、
国
有
林
と
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

交
通
面
で
の
変
化
も
目
覚
ま
し
く
、
昭
和
三
十

年
、
藪
原
〜
奈
良
井
を
結
ぶ
国
道
19
号
に
鳥
居
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
立
ち
遅
れ
て

い
た
交
通
運
輸
難
が
大
き
く
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
交
通
量
の
増
加
に
伴
っ
て
、
新
鳥
居
ト

ン
ネ
ル
、
藪
原
バ
イ
パ
ス
、
小
木
曽
バ
イ
パ
ス
も

完
成
。
道
路
網
の
整
備
は
木
祖
村
の
経
済
、
文
化

を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
で
は
各
種

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
充
実
や
日
曜
画
家
の

村
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
な
ど
が
積
極
的
に
行

わ
れ
る
一
方
で
、
古

く
か
ら
の
伝
統
工
芸

や
行
事
の
保
存
に
も

力
が
注
が
れ
て
い
ま

す
。
新
旧
の
流
れ
が

融
合
し
、
新
た
な
魅

力
を
開
花
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
木
祖
村

は
、
目
前
に
迫
っ
た

味
噌
川
ダ
ム
の
完
成

を
契
機
に
、
さ
ら
な

る
飛
躍
と
変
換
の
時

を
迎
え
よ
う
と
し
て

ま
す
。

◇
お　

六　

櫛

お
六
櫛
は
、
ミ
ネ
バ
リ
や
ツ
ゲ
を
用
い
た
木

櫛
。
中
山
道
の
名
産
品
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
、
妻
篭
宿
に
住
ん
で
い
た
娘
お

ろ
く
が
、
患
っ
て
い
た
頭
痛
を
悩
み
、
御
岳
山
に

願
を
か
け
た
と
こ
ろ
「
ミ
ネ
バ
リ
の
木
で
櫛
を
作

り
、
そ
れ
で
朝
夕
に
髪
を
す
け
ば
、
必
ず
直
る
だ

ろ
う
」
と
い
う
お
告
げ
を
受
け
て
作
っ
た
の
が
始

ま
り
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

素
材
を
生
か
し
た
独
特
の
つ
や
、
し
っ
く
り
と

な
じ
む
肌
ざ
わ
り
、
三
代
使
え
る
と
い
う
丈
夫
さ

が
三
百
年
間
愛
さ
れ
続
け
た
理
由
で
す
。
今
で

は
機
械
化
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
独
特

の
風
合
い
を
味
わ
う
の
な
ら
、
や
は
り
手
作
り
で

す
。
熟
練
さ
れ
た
職
人
の
腕
と
勘
を
必
要
と
す
る

手
挽
き
技
法
は
、
村
の
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

街 ・ 探 訪 記のとさるふ

木
祖
村
の
伝
統
工
芸

木
祖
村
の
最
北
端
に
あ
る
鉢
盛
山
に
源
を
発
し
た
木
曽
川
の
豊
か

な
水
は
、
こ
の
地
を
有
数
の
美
林
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。

一
六
○
○
年
、
関
ケ
原
の
合
戦
に
勝
利
し
た
徳
川
家
康
は
、
木
曽

の
豊
か
な
山
林
に
い
ち
早
く
目
を
つ
け
、
木
曽
を
天
領
と
定
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
一
六
〇
五
年
に
は
、
尾
張
藩
領
に
。
当
時
、
耕
地
が

少
な
い
こ
の
地
で
は
、
年
貢
の
代
わ
り
に
木
材
を
切
り
出
し
て
幕

府
に
献
上
。
木
材
の
搬
出
に
人
足
を
勤
め
る
こ
と
も
こ
の
地
に
住
む

人
々
の
重
要
な
義
務
で
し
た
。し
か
し
、こ
れ
に
よ
る
過
伐
が
た
た
っ

て
山
は
荒
廃
。
木
曽
川
下
流
域
に
も
洪
水
に
よ
る
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
尾
張
藩
は
一
六
六
五
年
、
材
木
役
所
を
置
き
、

材
木
奉
行
を
任
命
。
本
格
的
な
山
林
保
護
に
乗
り
出
し
た
の
で
す
。

中
で
も
享
保
年
間
、
木
曽
の
材
木
奉
行
を
勤
め
た
市
川
甚
左
衛
門

は
、
そ
れ
ま
で
木
材
で
納
め
て
い
た
年
貢
木
の
制
を
廃
止
し
、
一
般

住
民
が
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
じ
た
留
山
、
鷹
狩
り
に
重
要
な
巣
鷹
が

発
見
さ
れ
た
巣
山
、
そ
れ
以
外
に
人
々
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
明

山
の
三
大
区
画
を
制
定
。
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、
ア
ス

ナ
ロ
、
ネ
ズ
コ
の
五
木
は
、
明
山
に
お
い
て
も
伐
採
を
禁
止
す
る
な

ど
、
数
々
の
政
策
を
行
い
ま
し
た
。
木
曽
谷
の
人
々
に
と
っ
て
は
、

過
酷
と
も
思
わ
れ
た
保
護
政
策
で
し
た
が
、
彼
の
行
っ
た
傾
斜
地
の

新
墾
の
禁
止
、植
林
、厳
重
な
監
視
な
ど
は
、山
腹
の
崩
壊
を
防
ぎ
、

治
山
治
水
に
大
き
く
貢
献
。
今
日
、
木
曽
が
わ
が
国
の
三
大
美
林
と

称
せ
ら
れ
る
の
も
、
市
川
甚
左
衛
門
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
と

さ
え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
治
水
治
山
に
尽
力
し
た

　
　

材
木
奉
行
・
市
川
甚
左
衛
門

清
流
の
源
に
新
し
い
風
が
吹
く

　
〝
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
〞

と
記
し
た
の
は
明
治
の
文
豪
、島
崎
藤
村
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
、山
々
の
深
緑
に
囲
ま
れ
た
木
祖
村
は
、

深
い
静
寂
と
安
ら
ぎ
に
包
ま
れ
た
谷
あ
い
の
村
。

木
曽
川
の
大
い
な
る
流
れ
の
源
を
発
す
る
源
流
の
里
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
る
で
季
節
を
告
げ
る
風
の
匂
い
の
よ
う
に
、

ゆ
っ
く
り
と
、し
か
し
少
し
ず
つ
表
情
を
変
え
な
が
ら
、

時
を
重
ね
て
き
た
こ
の
村
も
、

近
年
で
は
、日
曜
両
家
の
村
、自
然
を
べ
ー
ス
に
し
た
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
村
と
い

っ
た
新
し
い
表
情
を
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

▶
鳥
居
峠
山
頂
の
石
仏
た
ち

▶
お
六
櫛
づ
く
り

▲石だたみの木曽路

▲株祭之図

▼木祖村



34

 

中
部
圏
と
木
曽
三
川
の
関
わ
り

日
本
の
主
要
水
系
は
大
き
く
分
け
て
七
つ
に
分

か
れ
ま
す
。
木
曽
川
水
系
は
、
利
根
川
、
淀
川
、

築
後
川
に
次
ぎ
４
番
目
に
水
資
源
開
発
促
進
法
に

よ
る
指
定
水
系（
昭
和
43
年
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
曽
川
水
系
と
は
、
木
曽
、
長
良
、
揖
斐
の
主

要
幹
川
か
ら
な
り
、
中
部
圏
の
根
幹
を
支
え
る
資

源
で
す
。
農
業
立
国
で
あ
っ
た
日
本
の
利
水
は
、

か
ね
て
よ
り
潅
漑
用
水
を
中
心
と
す
る
歴
史
で
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
明
治
期
か
ら
始
ま
っ
た
電
燈
の
普

及
、
産
業
へ
の
電
力
の
利
用
が
急
速
に
進
む
に
つ

れ
、
水
力
発
電
開
発
が
目
覚
ま
し
く
躍
進
。
潅
漑

用
水
と
の
紛
糾
も
生
じ
ま
し
た
が
、
戦
後
の
復
興

期
に
は
国
土
の
保
全
、
水
力
開
発
を
目
的
と
す
る

「
国
土
総
合
開
発
法
」
が
制
定
さ
れ
、
中
部
圏
で

は
昭
和
三
十
年
に
愛
知
用
水
事
業
が
着
手
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
こ
の
頃
か
ら
、
産
業
の
発
展
や
人

口
の
集
中
に
よ
っ
て
都
市

用
水
の
需
要
が
急
増
。
利

水
の
中
心
は
、
次
第
に
潅

概
用
水
か
ら
都
市
用
水
へ

と
移
行
し
て
い
っ
た
の
で

す
。

 

木
曽
三
川
に
お
け
る 

 

水
資
源
開
発

多
様
化
し
、
増
大
す
る
水
資
源
の
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
「
木
曽
川
水
系

水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
水
道
用
水
、
工
業
用
水
、
農

業
用
水
の
確
保
と
補
給
、
洪
水
調
節
、
流
水
調
節

な
ど
を
目
的
に
、
木
曽
川
総
合
用
水
、
三
重
用

水
、
長
良
川
河
口
堰
建
設
が
盛
り
込
ま
れ
た
総
合

的
、
体
系
的
な
水
資
源
の
開
発
計
画
で
す
。
昭
和

四
十
八
年
三
月
に
全
部
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
に

一
部
、
平
成
五
年
三
月
に
全
部
変
更
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

現
計
画
で
は
、
目
標
年
次
を
平
成
十
二
年
と

し
、
需
要
想
定
に
示
す
各
県
の
新
規
水
需
要
量
34

㎥
／
秒
の
確
保
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

 

味
噌
川
ダ
ム
の
概
要

木
祖
村
で
は
、
木
曽
川
総
合
開
発
の
一
環
と
し

て
、
味
噌
川
ダ
ム
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
大
半
が
山
林
で
あ
り
、
水
源
地
域

と
し
て
の
安
定
性
を
備
え
た
こ
の
地
は
、
ダ
ム
建

設
に
は
最
適
な
立
地
条
件
で
す
。

昭
和
四
十
八
年
四
月
に
実
施
調
査
が
開
始
さ

れ
て
以
来
工
事
は
大
詰
め
の
段
階
で
、
具
体
的
に

は
、
平
成
四
年
度
末
で
80
％
の
工
事
が
進
ん
で
お

り
、
平
成
七
年
の
完
成
に
向
け
て
、
後
は
、
ダ
ム

の
天
端
道
路
と
周
辺
整
備
を
残
す
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
規
模
は
、
堤
高
百
四
十
メ
ー
ト

ル
総
貯
水
容
量
六
千
百
万
立
方
メ
ー

ト
ル
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
型
式
。

こ
の
ダ
ム
に
よ
っ
て
、
ダ
ム
地
点
計

画
高
水
の
ピ
ー
ク
流
量
650
㎥
／
秒
の

う
ち
、
550
㎥
／
秒
の
洪
水
調
節
を
行

う
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
木
曽
川
の
既
得
用

水
の
補
給
な
ど
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
と

増
進
を
図
り
、
新
規
取
水
さ
れ
た
水
資
源
は
、
岐

阜
県
内
、
愛
知
県
内
の
都
市
用
水
と
し
て
、
ま
た

長
野
県
で
は
最
大
出
力
４
８
０
０
kW
の
発
電
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
大
切
な
水
資
源
が
よ
り
有

効
に
使
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

木
祖
村
で
は
こ
の
ダ
ム
建
設
を
契
機
に
、
下
流
圏

と
の
人
的
、
経
済
的
交
流
を
深
め
、
治
水
・
電
力

だ
け
で
な
く
、
周
辺
道
路
整
備
や
観
光
面
な
ど
、

そ
の
波
及
効
果
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

A R E A
REPORT

平成12年における需要想定（木曽川水系）（単位：㎥/秒）

長　　野 0.02 ─ 0.1（0.03） 0.12

長　　野 工業用水 農業用水 計

岐　　阜 4.7 1.8 6.6（1.0） 13.1
愛　　知 7.7 3.7 4.4（2.3） 15.8
三　　重 1.5 0.5 2.1（0.1） 4.1

合　　計 13.8 6.0 13.3（3.5） 33.1

注） １.水道用水及び工業用水の水量は、年間最大取水量を表す。
 ２.農業用水の水量は、夏期かんがい期間の平均取水量を表す。
 　ただし、（　）は冬期かんがい期の平均取水量を表す。

ダ
ム
の
構
造
と
機
能

ダ
ム
築
造
の
歴
史
は
古
く
、
古
代
ア
ッ
シ
リ
ア
や
エ
ジ
プ

ト
に
ま
で
遡
り
ま
す
。
そ
の
役
割
は
、
河
川
や
渓
谷
を
堰
き

止
め
て
水
を
貯
え
、
土
地
の
保
全
、
潅
漑
、
発
電
、
治
山
治
水

な
ど
を
行
う
こ
と
。
事
業
別
に
は
、
水
道
、
潅
漑
、
発
電
、
砂

防
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
経
済
の
発

展
に
と
も
な
っ
て
、
今
日
で
は
一
個
の
ダ
ム
を
多
目
的
に
使
う

こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
種
類
は
、
構
造
材
料
か
ら
も
分

別
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
重
力
ダ
ム
、

ア
ー
チ
ダ
ム
、
バ
ッ
ト
レ
ス
ダ
ム
、
中
空
重
力
ダ
ム
、
土
砂
を

利
用
し
た
ア
ー
ス
ダ
ム
、
岩

石
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
な

ど
が
あ
り
、
地
形
、
地
質
に

合
わ
せ
て
作
ら
れ
ま
す
。
ち

な
み
に
、
木
曽
川
水
系
に
完

成
も
し
く
は
建
設
中
の
岩
屋

ダ
ム
、
阿
木
川
ダ
ム
、
味
噌

川
ダ
ム
、
徳
山
ダ
ム
は
い
ず

れ
も
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で

す
。
比
較
的
低
コ
ス
ト
で
の

建
設
が
可
能
な
上
、
工
法
の

発
達
に
よ
っ
て
耐
久
性
も
大

幅
に
向
上
。
近
年
、
注
目
の

ダ
ム
と
言
え
る
で
し
よ
う
。

活
力
あ
る
快
適
な
地
域
づ
く
り

  源流の村・木祖村では、味噌川ダムを建設中

中部を支える木曽三川の水
広大な流域面積をもつ木曽川は我国屈指の大河川。

その恩恵は、遙かいにしえの時代から現代まで、

中部圏の発展を根底から支えるほど大きなものであります。

今後も活力に満ちた快適な地域を作り上げていくために、

そして、21世紀のさらなる飛躍のために、

木曽三川における水資源の開発はなくてはならないものです。

治水と利水という大きな目的のもと、

安全でうるおいのある国土の形成が、着 と々遂行されています。

上下：味噌川ダム

●味噌川ダム（ロックフィルダム）標準断面図

岩屋ダム 木曽川用水（木曽川大堰）

長良川河口堰
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レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー
ン

１
こ
だ
ま
の
森

巨
大
迷
路
ラ
ン
ズ
ボ
ロ
ー
メ
イ
ズ
、
キ
ャ
ン
プ
場
や

野
外
音
楽
堂
な
ど
が
揃
っ
た
村
営
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
。
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
や
テ
ニ
ス
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
な

ど
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
を
満
喫
で
き
ま
す
。
中
で
も

人
気
は
、
プ
チ
別
荘
風
ケ
ビ
ン
で
の
宿
泊
。
緑
の
風
に

包
ま
れ
た
森
林
浴
で
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
そ

う
で
す
。

２
や
ぶ
は
ら
高
原
ス
キ
ー
場

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
コ
ー
ス
か
ら
最
大
斜
度
34
度
を
誇

る
上
級
者
向
き
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス
ま
で
、
幅
広
い
層

に
人
気
の
ス
キ
ー
場
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
滑
走

も
可
能
で
す
。
美
し
い
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
、

華
麗
な
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
い
て
み
て
は
？

３
ヤ
マ
メ
・
イ
ワ
ナ
釣
り

木
曽
谷
は
有
数
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
。
笹
川
や
味
噌
川
で
は
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
の

渓
流
釣
り
が
、
木
曽
川
本
流
で
は
醍
醐
味
満
点

の
ア
ユ
の
友
釣
り
も
楽
し
め
ま
す
。
上
流
の
冷

た
い
水
で
育
っ
た
川
魚
は
、
身
の
引
き
し
ま
り

か
た
も
抜
群
。
き
っ
と
一
味
違
う
は
ず
で
す
。

　
カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン

１
宮
川
資
料
館

表
は
、
昔
な
が
ら
の
漆
器
店
。
し
か
し
、
一
歩
土

蔵
に
入
れ
ば
、
そ
こ
は
ま
る
で
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ト

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
。
こ
こ
は
、
天
明
七
年
か
ら
昭

和
の
初
め
ま
で
、
六
代
に
わ
た
っ
て
藪
原
宿
で
医
業
を

営
ん
だ
宮
川
家
。
土
蔵
を
資
料
館
と
し
て
開
放
し
、
江

戸
時
代
の
医
療
器
具
を
初
め
、
刀
剣
、
学
問
書
、
書
画

な
ど
、
先
祖
代
々
の
遺
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
木
工
文
化
セ
ン
タ
ー

全
国
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
約
70
％
を
生
産
し
て
い
る
木

祖
村
は
、
日
曜
画
家
の
村
。
木
の
香
り
い
っ
ぱ
い
の
木

工
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
画
廊
、
ア
ト
リ
エ
な
ど
が
設

け
ら
れ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
画
家
た
ち
が
筆
を
存
分
に
ふ

る
っ
て
い
ま
す
。

３
木
祖
村
郷
土
館

旧
民
家
風
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
館
内
に
は
、
鳥
居
峠

と
中
山
道
に
関
す
る
資
料
、
農
具
・
山
樵
用
具
な
ど
、

江
戸
時
代
か
ら
の
民
俗
資
料
が
豊
富
に
集
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
復
元
さ
れ
た
仕
事
場
で
お

六
櫛
の
製
作
実
演
も
。
往
時
の
木
曽
の
人
々
の
暮
ら
し

が
偲
ば
れ
ま
す
。

４
極
楽
寺

見
ど
こ
ろ
は
小
堀
遠
州
の
流
れ

を
組
む
と
言
わ
れ
る
日
本
庭
園
。

雪
舟
、
円
山
応
挙
、
藤
田
嗣
治
ら

の
書
画
な
ど
も
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
日
本
の
美
を
た
っ
ぷ
り
と
堪

能
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
寺
で

伊
藤
左
千
夫
、
斉
藤
茂
吉
ら
が
修

養
。
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
基
礎
を
作
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。

─7月8・9日─
古い歴史を誇る藪原神社の祭礼。古式ゆかしく

村中を練り歩いて奉納される神楽やみこしは見ご
たえもたっぷり。中でも、ひときわ目を引くのが
豪華な屋台。上町の屋台（雄獅子）と下町の屋台
（雌獅子 ) がすれ違う “よけ合い” が勇壮に行わ
れるころ、祭りは最大のクライマックスを迎えま
す。この日は、近隣の村や町からも大勢の人々が
繰り出し、その賑いぶりは木曽の三大祭のひとつ
に数えられて
います。かつ
ては、人々の
数少ない楽し
みでもあった
年に一度の祭
り。今後も大
切に伝承して
いきたい行事
の一つです。

面白WAT C H I N G
木祖村を彩る季節の祭り

夏
の
陽
ざ
し
に
に
誘
わ
れ
て

森
と
泉
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
。

藪原神社祭礼（藪原神社）

鳥居峠わらじ旅（旧藪原宿周辺）
─9月初旬─

村ではすっかりおなじみとなったユニークなイ
ベント。明治のハイカラさんや江戸時代の旅姿な
ど、各々趣向を凝らした衣装に身を固めた参加者
が旧藪原宿を練り歩きます。この日ばかりは、大
人も童心にかえって、大はしゃぎ。途中二か所の
休憩所では、お団子や綿飴もふるまわれ思わず笑
顔がこぼれます。誰もが、時代劇の主人公になれ
る一日です。

主 ・ な ・ 観 ・ 光 ・ 行 ・ 事

木曽川源流全国いわな釣競技会 5月中旬～下旬の日曜日

芭蕉を偲ぶ鳥居峠俳句大会 6月中旬

木曽川源流やぶはら高原マラソン大会 7月中旬の日曜日

こだまの森おもしろオリンピック 10月10日

全日本日曜画家中部日本大会 10月

行　　　事 期　　間

木祖村への交通
●電車利用

●マイカー利用

名古屋 中央本線で
木曽福島乗り換え

中央本線で
JR藪原95分

90分

Ｒ19

15分

中央自動車道・中津川I.C 藪　原

木
立
が
造
る
魔
法
の
ト
ン
ネ
ル
。

こ
こ
に
は
夏
で
も
、
心
地
よ
い
涼
風
が
吹
い
て
き
ま
す
。

小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
道
標
に
、
歩
き
出
せ
ば
、
清
ら
か
な
川
の
せ
せ
ら
ぎ
。

透
き
通
っ
た
水
を
両
手
で
受
け
止
め
れ
ば
、

自
然
が
身
体
の
中
へ
と
ゆ
っ
く
り
染
み
こ
ん
で
い
く
よ
う
で
す
。

灼
け
た
ハ
ー
ト
を
ひ
ん
や
り
冷
ま
し
て
く
れ
る
の
は
、
森
と
泉
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
。

透
明
な
自
分
に
戻
れ
る
と
っ
て
お
き
の
一
日
を
見
つ
け
ま
し
た
。

やぶはら高原スキー場

ヤマメ・イワナ釣り

宮川資料館

木祖村郷土館

極楽寺

木工文化センター 藤田嗣治の天井画と掛軸

こだまの森

ファミリー・ヘルシーパーク
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輪
中
地
域
の
土
地
開
発

江
戸
時
代
初
期
に
輪
中
が
は
じ
め
て
形
成
さ
れ

て
か
ら
、
周
辺
の
低
湿
地
が
新
田
開
発
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、輪
中
の
増
加
、拡
大
が
進
み
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
は
、
洪
水
に
よ
る
堤
防
破
壊
だ

け
で
は
な
く
、
輪
中
内
に
た
ま
る
悪
水
に
も
悩
ま

さ
れ
続
け
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
は
木
曽
三
川
を

は
じ
め
と
す
る
緒
川
が
、
土
砂
を
河
道
に
堆
積
し

て
河
床
を
高
く
す
る
た
め
、
年
ご
と
に
悪
水
の
排

水
が
困
難
に
な
り
、
悪
水
停
滞
に
よ
っ
て
作
物
に

水
腐
れ
が
生
じ
、
苦
労
の
末
に
新
田
開
発
し
た
耕

地
も
、
低
湿
地
に
逆
戻
り
す
る
有
様
で
し
た
。

こ
う
し
た
悪
水
へ
の
対
策
と
し
て
、
悪
水
路
の

開
削
や
堀
田
の
造
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

掘
上
げ
田
と
掘
潰
れ

低
湿
地
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
耕
法
と
し
て

江
戸
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
始
ま
っ
た
土
地
利

用
形
態
が
掘
田
方
式
で
し
た
。

掘
田
と
は
、
沼
田
の
一
部
の
土
を
掘

り
上
げ
て
田
面
に
盛
土
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
出
来
た
掘
上
げ
田
と
、
掘
っ
た

部
分
に
出
来
た
短
冊
状
の
池
沼
（
掘
潰

れ
）
の
総
称
で
す
。
掘
上
げ
田
と
掘
潰

れ
の
比
率
は
地
形
に
よ
り
様
々
で
す

が
、
掘
潰
れ
比
率
の
高
い
掘
田
を
田
舟

型
、
少
な
い
の
を
孤
立
型
と
分
類
し
、

輪
中
地
域
の
高
位
部
か
ら
低
位
部
に

向
か
っ
て
孤
立
型
←
田
舟
型
の
順
に

分
布
し
て
い
ま
す
。

 

田
舟
農
業

田
舟
型
の
掘
田
で
は
、
耕
地
の
境
目
に
流
れ
る

細
長
い
掘
潰
れ
が
、
悪
水
路
と
結
ん
で
本
線
と
支

線
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
堀
や
水

路
は
交
通
上
の
動
脈
で
あ
り
、
田
舟
に
よ
る
水
路

交
通
が
主
役
で
し
た
。
農
家
に
は
最
低
１
〜
２
艘

の
田
舟
が
あ
り
、
農
作
業
の
往
来
や
農
具
・
肥
料
・

収
穫
物
の
運
搬
に
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
。
農
閑

期
に
な
る
と
淡
水
魚
漁
獲
の
漁
師
舟
に
も
利
用
さ

れ
、
時
に
は
嫁
入
り
道
具
の
運
送
に
も
田
舟
が
活

躍
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
堀
や
水
路
も
、
田
植
え
の
時
期
に

な
る
と
水
田
一
面
に
水
が
た
た
え
ら
れ
る
た
め
、

掘
上
げ
田
と
掘
潰
れ
と
が
区
別
し
に
く
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
堀
を
維
持
す
る
た
め
、
鉄
製
の
「
鋤

簾
」
を
使
っ
て
堀
に
接
す
る
水
田
の
縁
に
置
土
し

ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
め
ん
つ
け（
大
垣
輪
中
）、

め
ん
ど
う
ひ
き
（
高
須
輪
中
）
な
ど
と
も
呼
ば
れ

ま
し
た
が
、
掘
潰
れ
内
の
泥
土
は
肥
沃
で
あ
る
の

で
、
こ
れ
を
水
田
全
体
に
撒
布
れ
ば
、
単
に
水
田

面
を
高
く
す
る
効
果
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
水

稲
の
生
産
力
向
上
に
役
立
ち
ま
し
た
。

 

く
ね
田

低
湿
地
で
裏
作
を
行
う
場
合
、
掘
上
げ
田
に
さ

ら
に
高
畝
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り

高
畝
の
上
に
高
畝
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
高

畝
は
く
ね
田
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

く
ね
田
は
大
正

時
代
中
期
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
が
、

稲
を
刈
り
と
っ

た
冬
期
に
、
引
き

鎌
、
撥
先
備
中
鍬

な
ど
を
使
っ
て
開

墾
さ
れ
、
菜
種
、

麦
類
、
じ
ゃ
が

芋
、
豆
類
な
ど
が

植
え
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。

く
ね
田
作
り
は

主
に
婦
人
労
働
で
し
た
が
、「
嫁
殺
し
」
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
、
辛
い
仕
事
で
あ
り
ま
し
た
。

 

輪
中
内
の
悪
水
排
除

輪
中
堤
が
形
成
さ
れ
、
懸
廻
堤
が
築
造
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
内
水
排
除
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
き
ま
す
。
連
続
堤
は
大
水
時
に
堤
内
へ
の

土
砂
の
堆
積
を
食
い
止
め
ま
す
が
、
堆
積
は
堤
外

地
に
お
い
て
の
み
進
行
。
川
床
は
年
々
高
く
な

り
、
輪
中
内
の
悪
水
を
堤
外
の
河
川
に
排
水
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
を
解
決
す

る
た
め
に
、
悪
水
路
の
下
流
部
へ
の
延
長
（
江
下

げ
）
を
図
り
ま
し
た
が
、
自
然
排
水
に
頼
っ
て
い

た
江
戸
期
で
は
、
干
潮
時
で
な
い
と
樋
門
が
開
か

ず
、
あ
ま
り
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
で

も
輪
中
内
の
輪
端
部
（
下
郷
）
の
悪
水
湛
水
が
特

に
ひ
ど
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
悪
水
排
除
を
め
ぐ
っ

て
、
輪
頂
部
（
上
郷
）
輪
端
部
（
下
郷
）
の
対
立

を
生
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
水
災
除
去
は
、
明
治

に
入
り
、
動
力
排
水
機
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
ま
で

待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

掘
抜
井
戸
と
株
井
戸
制
度

下
郷
で
は
水
が
多
す
ぎ
る
こ
と
に
悩
ん
だ
の
に

対
し
、
上
郷
で
は
部
分
的
に
で
は
あ
れ
潅
漑
用
水

を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
後
期
に
は
掘
抜

井
戸
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
上
郷
か
ら
の
農
業

用
水
の
排
出
は
下
郷
の
悪
水
と
な
っ
て
た
ま
り
、

一
大
脅
威
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
問
題
の
解
決
策

が
「
株
井
戸
」
と
称
す
る
制
度
で
、
下
郷
は
上
郷

の
村
々
に
樋
門
の
建
設
費
や
管
理
費
を
負
担
さ
せ

た
り
、
井
戸
の
本
数
を
制
限
す
る
な
ど
、
様
々
な

定
約
を
結
び
ま
し
た
。
こ
の
制
度
も
排
水
機
が
設

置
さ
れ
る
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

す
す
む
土
地
改
良

明
治
の
改
修
工
事
以
降
、
各
河
川
の
改
修
工
事

が
行
わ
れ
る
一
方
、
西
濃
地
方
初
の
機
械
排
水
機

が
明
治
27
年
に
設
置
さ
れ
「
低
湿
地
農
業
の
一
大

革
命
」
と
い
う
ほ
ど
の
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

排
水
機
に
よ
る
排
水
改
良
は
湿
田
を
乾
田
に
し
、

二
毛
作
を
可
能
に
し
ま
し
た
が
、
輪
中
全
域
に

渡
っ
た
用
水
確
保
が
急
務
と
な
り
、
政
府
は
大
正

12
年
に
用
排
水
幹
線
改
良
事
業
補
助
要
綱
を
策

定
、
各
地
に
用
排
水
改
良
事
業
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。昭

和
に
入
る
と
、
治
水
及
び
土
地
改
良
事
業
は

有
機
的
に
計
画
、
施
工
さ
れ
、
昭
和
29
年
か
ら
44

年
に
か
け
て
輪
中
の
埋
め
立
て
工
事
を
施
工
、
昭

和
28
年
か
ら
始
ま
っ
た
揖
斐
川
浚
渫
工
事
の
土
砂

を
利
用
し
た
掘
潰
れ
地
の
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
輪
中
特
有
の
景
観
で
あ
る
掘
田
及
び

掘
潰
れ
は
姿
を
消
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
輪
中
地
域
は
豊
か
な
穀
倉
地
帯
に
成

長
し
ま
し
た
。

歴 史 ド キ ュ メ ン ト 輪中編（その２）

豊
か
な
穀
倉　

地
帯
を
形
成
し
た

　
　
　
　
　
　
　

輪
中
の
足
取
り

ま
ば
ゆ
い
夏
の
陽
ざ
し
を
浴
び
る
輪
中
は
、中
部
圏
有
数
の
水
郷
地
帯
。

今
で
は
青
々
と
し
た
稲
穂
が
揺
れ
る
田
園
地
帯
に
も
、

先
人
た
ち
の
苦
難
の
道
の
り
が
あ
り
ま
し
た
。

泥
を
か
き
上
げ
、田
舟
を
繰
り
、く
ね
田
を
耕
し
て
い
く
…
。

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
土
地
利
用
は
、ま
さ
に
水
と
の
闘
い
の
歴
史
。

そ
こ
で
今
回
は
、輪
中
の
農
業
と
排
水
対
策
の
歴
史
を
特
集
し
ま
す
。

掘田（昭和43年ごろ海津町・河合孝氏撮影）

田舟で食事する人たち
（昭和43年ごろ、河合孝氏撮影）

めんつけ
（昭和43年ごろ安八町、河合孝氏撮影）

耕地整備後の現況

くね田づくり

株
井
戸
分
布
図



910

対
岸
の
輪
中
が
破
堤
入
水
し
死
に
も
の
狂
い
で

水
と
闘
っ
て
い
る
と
き
、
こ
ち
ら
の
輪
中
で
は
難

を
逃
れ
て
、
手
を
と
り
あ
っ
て
喜
ん
だ
と
い
う
話

を
き
き
ま
す
。

輪
中
は
囲
堤
集
落
で
あ
り
、
運
命
共
同
体
と
も

い
う
水
防
共
同
体
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
反
面

で
は
隣
接
す
る
輪
中
と
は
利
害
が
相
反
す
る
た

め
、
し
ば
し
ば
対
立
抗
争
し
流
血
惨
事
と
な
る
こ

と
す
ら
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
水
除
堤
の
輪
中
堤
を

も
た
な
い
村
々
が
、
新
規
に
輪
中
を
築
立
し
よ
う

と
す
る
と
、
古
く
か
ら
の
輪
中
が
反
対
の
障
り
を

申
し
立
て
、
数
十
年
間
の
論
争
の
上
に
よ
う
や
く

輪
中
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

こ
の
論
争
を
輪
中
水
論
と
称
し
、
こ
の
水
論
を

め
ぐ
る
抗
争
が
輪
中
根
性
（
気
質
）
と
い
う
特
異

な
思
惟
を
醸
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
岐
阜
県
羽
島
郡
柳
津
町
の
松
枝
輪
中
の

畑
繋
堤
に
例
を
と
り
、
小
さ
な
輪
中
が
成
立
す
る

ま
で
の
苦
難
の
道
の
り
、
そ
の
過
程
の
中
で
輪
中

気
質
と
は
な
に
か
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

旧
木
曽
川
の
流
路
の
境
川
中
流
部
に
あ
る
松
枝

輪
中
は
、
江
戸
時
代
中
期
ま
で
は
上
流
部
よ
り
の

溢
水
の
み
を
防
御
す
る
水
除
堤
だ
け
の
尻
無
堤

（
馬
蹄
形
輪
中
）
で
し
た
。
そ
れ
が
宝
暦
治
水
の

大
榑
川
洗
堰
築
造
以
降
に
長
良
川
の
常
水
位
が
上

昇
し
た
た
め
境
川
の
水
行
が
悪
く
な
っ
た
だ
け
で

な
く
、
長
良
川
出
水
時
に
は
逆
水
が
境
川
上
流
部

に
お
よ
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
松

枝
輪
中
の
尻
無
の
無
堤
地
よ
り
逆
水
が
流
入
し
、

年
々
水
腐
場
と
な
っ
て
被
害
が
増
大
し
て
き
た
の

で
、
こ
の
無
堤
地
に
逆
水
防
止
の
水
除
堤
、
境
川

受
堤
を
築
立
す
る
た
め
明
治
四
年
（
一
七
六
七
）

に
、
笠
松
の
堤
方
役
所
に
願
い
出
ま
し
た
。

こ
の
新
規
水
除
堤
築
立
の
願
出
は
、
既
成
の
加

納
輪
中
が
強
く
反
対
の
障
り
を
申
立
て
た
た
め
、

吟
味
差
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
工
事
中
止
と
な
っ

て
十
数
年
後
の
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
、
住

民
は
耐
え
か
ね
て
無
願
工
事
を
強
行
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
工
事
に
加
納
輪
中
は
堤
方
役
所
に
訴
え
、

そ
の
結
果
に
見
分
取
払
い
を
命
ぜ
ら
れ
た
上
に
、

四
人
の
牢
犠
牲
者
ま
で
出
す
に
い
た
り
ま
し
た
。
こ

の
水
論
に
松
枝
の
人
々
は
、
こ
れ
は
高
畑
と
高
畑

と
の
間
の
水
田
を
埋
め
立
て
畑
に
し
た
だ
け
に
す
ぎ

な
く
、
新
規
水
除
堤
で
は
な
い
と
し
て
畑
繋
論
争

を
主
張
し
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
再
び
無

願
工
事
を
断
乎
強
行
し
ま
し
た
。
こ
の
輪
中
地
域

の
人
々
の
水
に
対
す
る
血
涙
の
悲
願
を
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

文
化
年
間
の
無
願
工
事
に
加
納
輪
中
は
再
び
訴

え
、
取
払
い
を
命
ぜ
ら
れ
ま
す
が
松
枝
の
人
々
は
、

畑
繋
堤
に
す
ぎ
な
い
と
主

張
し
て
、
た
だ
ち
に
取
払

う
こ
と
な
く
次
の
よ
う
に

再
度
築
立
願
を
出
し
て
悲

痛
な
訴
え
を
し
て
い
ま
す
。

「
…
家
居
迄
逆
水
深
盛

上
…
高
知
之
場
所
へ
も
難

逃
去　

乍
居
溺
死
当
然
に

て
…
御
哀
憐
御
厚
情
以
右

願
之
通　

逆
水
除
御
普
請

被
成
下
置
候
…
」
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
水
諭
の
さ

な
か
に
酒
井
七
右
衛
門
が

川
並
奉
行
兼
北
方
代
官
と

し
て
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
松
枝
輪
中
と
加

納
輪
中
と
の
対
立
抗
争
史
に
終
止
符
を
う
つ
と
き

が
き
ま
す
。

酒
井
代
官
は
堤
方
役
所
と
障
り
村
々
の
間
に
た

ち
、
慎
重
か
つ
献
身
的
な
態
度
で
調
停
策
を
打
ち

出
し
、
四
五
年
目
の
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
よ

う
や
く
松
枝
輪
中
が
成
立
し
ま
し
た
。
最
後
に
酒

井
代
官
の
語
を
引
用
し
て
こ
の
稿
を
終
わ
り
た
い
。

「
天
の
も
の
を
愛
す
る
や
一
視
同
仁　

独
り
加
納

領
の
民
の
み
天
下
の
民
に
し
て
そ
の
他
は
天
下
の
民

に
非
ざ
る
の
理
な
し
」

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

TAL K & TALK

木曽川文庫だより

輪
中
地
帯
の
水
防
意
識
と
そ
の
精
神
性

洪
水
と
闘
い
内
水
排
除
に
尽
力
し
た
輪
中
地
域
で
は
、

　
　

地
域
に
根
差
し
た
独
自
の
気
質
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

い
わ
ゆ
る
輪
中
気
質
で
結
ば
れ
た
人
々
は
そ
の
固
い
結
束
力
で
、

　
　
　
　
　
　

容
赦
な
く
襲
い
か
か
る
水
難
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
輪
中
気
質
に
つ
い
て
前
回
に
引
き
続
き
伊
藤
安
男
先
生
に
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

花園大学文学部教授
伊藤　安男 先生

伊
藤
安
男
（
い
と
う
や
す
お
）

花
園
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授
。日
本
地
理
学
会
評
議
員
、

岐
阜
地
理
学
会
会
長
及
び
岐
阜
県
郷
土
資
料
研
究
評
議
会

会
長
。
輪
中
研
究
に
て
岐
阜
県
芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞
。

主
な
る
著
書  「
輪
中
」「
長
良
川
を
歩
く
」「
岐
阜
県
地
理

あ
る
き
」
な
ど
。

主
な
る
論
文  「
輪
中
の
災
害
と
治
水
」「
輪
中
の
水
論
」「
蘭

人
技
師
デ
レ
ー
ケ
と
砂
防
」「
明
治
前
期

の
治
水
思
想
」「
木
曽
川
改
修
工
事
と
そ

の
前
史
」
な
ど
。

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
、

木
曽
川
文
庫
周
辺
の
川
辺
で
は
、

ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
や
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
な
ど
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
花

盛
り
、
若
者
た
ち
の
歓
声
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

も
行
わ
れ
ま
す
。
木
曽
川
文
庫
を
見
学

し
た
後
は
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
。
ご
家
族
で
、
お
友
達
同
士
で
、

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

７
月
24
日
／
桑
名
水
郷
花
火
大
会

　
　
　
　
　
（
伊
勢
大
橋
下
流
）

８
月
１
日
／
水
郷
ま
つ
り

　
　
　
　
　
（
木
曽
川
河
川
敷
押
付
地
区
）

８
月
７
日
／
桑
名
総
お
ど
り

　
　
　
　
　
（
桑
名
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
）

８
月
24
日
／
長
良
川
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　
　
　
　
　
（
国
営
木
曽
三
川
公
園
・
長
良
川

　
　
　
　
　

河
川
敷
）

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
形
成
さ
れ
た
輸

中
は
、
水
と
の
闘
い
の
歴
史
。
独
自
の
生
活
形

態
や
風
習
を
築
き
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
輪
中

地
帯
の
現
状
を
、
写
真
と
文
章
、
論
説
で
描
写

す
る
貴
重
な
一
冊
。
児
童
文
学
者
で
あ
る
赤
座

氏
は
繊
細
な
文
章
で
、
写
真
家
の
河
合
氏
は
輸

中
の
変
遷
を
、
地
理
学
者
の
伊
藤
氏
は
そ
の
成

り
立
ち
や
風
習
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
克

明
に
描
い
て
い
ま
す
。

著者　赤座憲久
　　　河合　孝
　　　伊藤安男
発行　株式会社じゃこめてい出版

ふるさとの宝もの　輪　中

▶
松
枝
輪
中
成
立
に
尽
力
し
た
酒
井
代

官
を
祀
る
畑
繋
太
神
宮
（
昭
和
52
年

伊
藤
安
男
撮
影
）

▶
新
し
く
柳
津
町
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
畑
繋
堤
跡 

（
昭
和
60
年 

伊
藤
安
男
撮
影
）

▲十六輪中と周辺村々との対立和解の熟談交換
証─明治 17(1884) 年─（大垣市図書館蔵）
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編 集 後 記●木曽川文庫利用案内●
《開館時間》 午前9時～午後4時30分
《休 館 日》 毎週月曜日・祝祭日・年末年始
《入 館 料》 無料
《交通機関》 国道1号線尾張大橋から車で約10分
  名神羽島I.Cから車で約30分
  東名阪長島I.Cから車で約10分
《お問い合わせ》
船頭平閘門管理所・
木曽川文庫
〒496 愛知県海部郡
 立田村福原
TEL（0567）24-6233

『KISSO』Vol.7　平成5年7月発行

野外歴史地理学研究会 ( 大阪国際大学内 )
一行 70 名が去る5月30日、木曽川文庫と
船頭平閘門を視察されました。案内役は花園
大学の伊藤安男教授で、閘門の仕組みなどを
見学されました。
Vol.7 編集に当たっては木祖村役場の皆様

のご協力をいただき、誠にありがとうございま
した。次回は海津町と宝暦治水を特集します。
ご期待ください。

（　　　　　   ）表紙写真　全体：木曽川源流
　　　　　　　　（木祖村提供）
　　　　　中窓：鳥居峠わらじ旅


